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上記の例より､助数詞 ｢本｣ で数えられる対象の一般化､すなわち助数詞 ｢本｣ の持つ意
味は､多様で複雑な様相を呈していることが確認できるO従来､｢本｣の意味については､
様々なアプローチによって分析がなされ､記述が行われてきた (cf.Lakoff1987､



















野 ･李 2006)｡そして､我々が助数詞を用いて数える際には､数える話者の何らかの ｢視
点｣がはたらいているとし､それによって数えられる対象が捉えられているものと考える｡






















助数詞 穣頃 形状 例
｢本1｣ -次元的に細長い物体 鉛筆.紐 .描.木リ日.道.タワー 等







r本b｣ ソフトウエア パソコンソフト､ゲ ムーソフト､カット集等
｢本C｣ 情鞍項目 記象 原稿､吉敷 論文､報告等
｢本d｣ 作品.活動 演劇､楓 級 別､達観､コンサー ト､スフ終-ツの練
習メニュー 等
｢本eJ 連絡手段 電話 (葉書.瑚






















i) イメージ.スキーマ変換 ホームラン､ヒット､バレー ボールのサーブ､卓球のラリー
止) メタファー 電話､テレビ､ラジオ番組､映画､手紙







































































































































































































や ｢指｣のような身体の-部を細長いものとして解釈し ｢本｣ で数えられるには､そうし
た腕や指として特徴付ける概念が前提にある｡つまり､｢腕｣場合は､｢身体｣という概念
を前提とする｡また､｢指｣の場合は､｢手のひら｣という概念を前提として解釈している
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